
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今春の人事異動により（公財）長野県長寿社会開発センター 松本支部長兼事務局長 

長野県松本保健福祉事務所 福祉課長の湯浅 明氏が着任されました。賛助会への企画・運

営にご指導ご鞭撻をおねがいするとともに、メッセージをいただきました。 

 

（公財）長野県長寿社会開発センター 松本支部長兼事務局長 

          長野県松本保健福祉事務所 福祉課長 湯浅 明 

 

 会員の皆様には、日頃より長寿社会開発センターの事業及び県行政の推進に

格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

  

 さて、本年度は新型コロナウイルス感染症まん延防止のため、シニア大学が

１年間休校となり、地区賛助会活動も大きな制限を受けているところです。 

 当地区賛助会においても、一時的に活動休止をしているグループや、感染予

防対策を工夫する中で活動していただいているグループなど、活動内容に大きな

濃淡がある状況となっています。 

 今後も、新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら、その都度、対応を検討していくこ

とになりますが、ウィズコロナの時代にあっても「社会参加活動」の重要性は変わりません。 

 皆様方には、感染防止対策を図りながらも、お互いに知恵を出し合って、有意義な活動が

できますよう、より一層のご尽力、ご協力をお願い申し上げます。 

 

 最後になりましたが、会員の皆様のご健康とご多幸をご祈念申し上げ、挨拶とさせていた

だきます。         （原文のまま） 

 

 松本支部事務局に異動がありましたので、皆さまを改めてご紹介いたします。 

3名様には松本地区賛助会としても日頃よりお世話になっています。 

      問い合わせ：0263-40-1911 

花﨑 純子さん 

 支部事務局員としてシニア大学や賛助会  

 の支援事務を担当しています。 

青木 啓子さん 

 11月 1日付で新たに支部事務局員として 

 着任しました。 

大塚 佳織さん 

 賛助会や外部とのコーディネーターとし 

 て活動しています。 

（公財）長野県長寿社会開発センター 松本地区賛助会 
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☆ 行事・事業の報告 
１ ウォーキングの集い 

 開催日 令和 2年 9月 30日（水） 

 担 当 山紫ウォーキングクラブ  飯沼 忠文 グループ長 

 新型コロナウィルスの影響により、開催が

危ぶまれていましたが無事催行できました。

参加人員の懸念がありましたが、幸いにも

32名の参加者があり考古学の拠点が多い松

本市中山地区を散策しました。秋晴れの快晴

のなか、急坂のトレッキング 30分を楽し

み、市内を一望できる景勝の地、中山霊園に

ある古墳群を市の担当者から案内していただ

きながら説明を受けました。現在は広大な墓

地群が丘陵一帯に広がっていますが、開発前

は 80墓以上の古墳群があり地域有力者の眠

る悠久の場所であったことを知りました。 

 

２ マレットゴルフ交流会 
 開催日 令和 2年 10月 29日（木） 

 担 当 県老大 27期マレットゴルフ同好会   小岩井 寛 グループ長 

 

 秋晴れの信州スカイパークマレット場でマ

レットゴルフ交流会が開催されました。参加

者は 36名で和気あいあいと県下でも有数の林

間コースでプレーを楽しみまた交流もできま

した。人と会って話をし、笑い、感動を覚

え、歩くことで手軽なスポーツとして高齢者の健康維持には良い運動だと思います。 

 

3 各グループへコロナ対策通信費助成を実施 
 新型コロナウィルス感染拡大により各種事業の自粛が要請され、グループ運営に支障

が発生し役員の皆さまがご苦労をしていることと思われます。4 月の三役事務局会議で

各グループへの支援を検討し、行事中止などの通信費が増大していることを受け、以下

の要領で少額の助成をすることに決定しました。 

 ① 助成内容 グループ定額：1,000円 会員割：100円/1名 

 ② 支払い状況 助成：26グループ  総額：61,700円 

   未済：4グループ（請求をお待ちしています） 

順位 賛助会 同好会・アルプス合同 

優勝 吉澤 秀樹 中村 道子 

2位 鷲澤 暢夫 三村 基夫 

3位 石川 鉄郎 小野 松雄 
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◎ 松本地区 新規法人賛助会員の紹介 

 松本地区の法人会員の動向をお知らせします。 

 長きに亘って法人会員になっていただいた「キッセイ薬品工業株式会社」が退会しました。

令和 2 年度から「平成交通 有限会社」と「株式会社 ヤマシタ（ＫＡＲＡＤＡＲＡＫ）」が新

たに法人会員になっていただきました。 

  

新規法人会員の紹介 『平成交通有限会社』  

 平成交通は平成 4年 3月松本市内田に創立、大型バス 5台、中型バス

2台、マイクロバス 4台などを保有して一般旅客事業、第 2種旅行事業などを行っています。

賛助会「山紫ウォーキング同好会」も毎回の事業でお世話になっているなじみの深い法人で

す。貸切りバスは、マイクロバスから最大 55 人乗りの大型観光バスまで、お客様のさまざ

まなニーズにお応え出来るようになっています。便利なのは勿論、旅行では集合場所や乗換

えに縛られることなく自由なプランを楽しんだり、プライベートな空間で気兼ねなく過ごせ

る等、貸切りバスならではの魅力あるサービスを提供しています。 

「株式会社 ヤマシタ（ＫＡＲＡＤＡＲＡＫ）」様は次回 59号でご紹介いたします。 

松本地区 法人賛助会員 様 
  
 ○松本倉庫 株式会社    ○株式会社 長野銀行  

 ○一般社団法人 長野県薬剤師会  ○公益社団法人 長野県看護協会 

 ○松本信用金庫    ○アズサイエンス 株式会社 

 ○株式会社 プラルト   ○長野トンボ 株式会社 

 ○平成交通 有限会社   〇株式会社 ヤマシタ（KARADARAK） 

（法人会員番号順掲載） 

   法人会員様は、明るく、夢広がる、豊かな「人生 100年時代」の実現のために 

 （公財）長野県長寿社会開発センターの事業や活動をバックアップされています。 

ホームページより 



 会報まつもと 5８号           令和２年 1１月 24 日 

―４－ 

編集後記 
「会報まつもと」57 号から会報編集委員の一員となりました。新型コロナウイルス感染の

拡大により、総会の中止や賛助会の活動も自粛を余儀なくされながら現在に至っておりま

す。そんな中で、新人の私は編集委員の役割も理解できないままの状況であります。経験豊

かな編集委員の方々は、会員の皆様方に会報をお届け出来るように短時間の打合せ会の中

で、実に手際よく編集を行っておられます。本当に素晴らしいと思います。 

 今までに体験したことない事態であるがゆえ、長期的に新型コロナウイルスと付き合い

ながら「新しい生活様式」を踏まえ、「三密」を避け明るく笑顔で工夫しながらできる事か

ら活動が再開出来る事を願っております。    （会報編集委員 Y・N）                  
 
  

☆ お知らせ 

1 作品展のお知らせ 
 日 程 第一次：令和３年 1 月 18 日（月）～1 月 22 日（金）正午まで 

     第二次：1 月 22 日（金）午後～ 1 月 28 日（木）午後 3 時まで 

 作 品 第一次：「水墨画」 第二次：「絵画・写真・俳句・短歌・書・手工芸など」 

 場 所 松本合同庁舎・一階ロビー展示場  

 担 当 松本地区賛助会活動推進委員会 

 申込先 グループ長経由で活動推進委員長 飯沼 忠文  電話＆Fax 0263-73-4905 

       または活動推進副委員長  野畑 義貴   電話＆Fax 0263-72-1411 

 締 切 1 月 12 日（火）までに氏名、作品名、数量などを申込先へ連絡をお願いします。 

 その他 今回も 2 回に分けて実施します。＊作品の搬入・搬出等詳細は申込先へ。 

     今年度はコロナ感染防止の観点から 1 回だけの実施となりましたが、皆様から 

     の多数の作品をお待ちしています。 

2 監事が選任されました 
  役員名簿に監事が選任されていませんでしたが、このほど次の方に監事を依頼いたし 

  ましたので紹介します。（敬称略） 

 中山 卓   山紫ウォーキング同好会 

 小澤 松治  安曇野地域会 

  今回の選任に際しては会則の解釈変更により決定させていただきました。 

3 スマホセミナーを開催 
長野県と包括連携協定を締結しているソフトバンク

㈱との連携により、シニア向けスマホセミナーが開

催されました。初めての企画でしたので役員と関心

のある会員に参加していただきました。10 名以上が

参加し、ソフトバンク㈱の担当者から丁寧に講習し

ていただきました。出張講習について興味のある方

は大塚コーディネーターまで連絡を。   

        （大塚コーディネーターまで） 

法人会員様の会社紹介 『株式会社プラルト』 
 プラルトさんは（公財）長野県長寿社会開発センター発行の情報誌「信州りらく」を編集

印刷しています。今回ご紹介するにあたって作成していただいた記事について、別添資料

にて紹介させていただきます。 

10.1 松本合庁での様子 


